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1. まえがき

北海道における木材搬出機関の変遷を見ると，馬橡運材から森林鉄道，軌道の時代を

経て，今日では貨物自動車がその大宗をなすにいたったのであるが，国有林の主要な直営

生産事業地では，今なお森林鉄道や軌道が余命を保ち，木材搬出l乙重要な役割りを務めて

いるのである。然しながら，その命脈は最早尽きょうとじていることは過言ではないので

ここに将来編纂されるべき， “日本における林業機械化の歴史"の資料として， その一部

をなすであろうととろの森林鉄道用機関車の変遷と現況を記すものであって，そのうち蒸

気機関車については，稿を改めて近く北海道大学演習林報告のうちに発表される予定であ

るから， こ乙では内燃機関車のうち，戦後特に発達したジーゼノレ機関車に関して，更にそ

れらのうち北海道内で使用されているものについて述べるものである。

2. 北海道の森林鉄道とその機関車

北海道にある森林鉄道及び軌道というと， 軌聞は 762mmで，使用軌条は森林鉄道

10-12 kg，森林軌道6-8kgであって，そのほとんどが，国有林(1日御料林を含む)，道有

林(昭和31年廃止)及び東京大学農学部附属北海道演習林(昭和 32年廃止)内に存在す

るもので，他はかつて王子製紙K.K.がその原料運搬のために敷設した運材軌道が 2-3見

られた程度である。

このように，多額の設備資金を要する森林鉄道又は軌道が国有林，或いは御料林lζ偏

在していたことは，民有林が少なく，且つ経済的にも低い地位にあった，北海道の森林事

情として当然の現象であるが，かつての北海道庁所管の国有林と御料林において，森林鉄

道及び軌道に関して夫々の傾向があったのは興味あることである。

それは， 大正 10(1921)年度に北海道庁所管の温根湯森林鉄道が完成したのを初めと

して置戸，足寄， トマム，ムリイ森林鉄道などのように，森林鉄道が幹線だけで，木材は

伐採地からその沿線まで馬搬され，従って使用された機関車はほとんどが10ton級の蒸気

機関車であったのに反し，御料林では皇室経済の一環であったことにも関係したが，木材

搬出経費の節減は国有林に比して厳格であったために，昭和 5(1930)年度に完成した金山

森林鉄道を初めとして，奥名寄，士別，芦別森林鉄道など，橋梁は極力木造を使用し，軌

道構造は概して簡易化され，従って幹線用の機関車としても， 8 ton級の蒸気機関車が使

用され，また馬搬距離の短縮のために，木曽地方で好成績を示した更に簡易化された森林

軌道が支線として採用され，これに接続して作業軌道が伐採地まで延びるという方法が行

われたので，これらには全部 4-5ton級のガソリン機関車が使用されたのである。

このような経緯，即ち軌道構造における差異が，今日 ζれらに使用されるジーゼル機
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関車の上にも大きく影響をしていることは明らかである。

第二次世界大戦後， 昭和 22(1947)年 4月1日に，林政統ーの結果，北海道庁所管の

国有林と御料林が農林省林野局の所管に移り，現在は 5営林局によって経営されていて，

それらの森林鉄道の状況は，昭和 32年 4月現在，次lこ示す通りである。

営林局 旭川北見帯 広 札 幌 計

森林鉄道 (1級lkm 235 314 173 151 873 ， 

、，

3. 戦前における森林鉄道用ジーゼル機関車

日本において初めて森林鉄道にジーぞノレ機関車が使用されたのは昭和 3(1928)年であ

る。これは帝室林野局木曽支局上松運輸出張所々管の小川，王滝森林鉄道で購入した 1

両の Montania機関， 20 FPをつけた， Orenstein & Koppel A.G. (Berlin， Germany)製，

B 5 ton 1/ーゼノレ機関車であって， 当時としては全く試験的なものであったのはいうまで

もないことである。もっともこの機関車の性能としては，主に工場とか土木工事現場など

の比較的平坦か緩勾配線向きの設計であったので，木曽地方のように，ガソリジ機関車が

使用されていた作業軌道では， 40-50加の勾配が普通とされていたから 5ton機関車で

20 FPという出力では到底仕事にならなかったわけであるし，更に高速度ジーゼノレ機関と

しても未だ発達の途中にあったために，始動には燃焼紙を使用するなど，ガソリジ機関を

取扱っていた者には大きな変りょうで，その取扱いにも慣れなかったことから殆んど使用

されずにしまったものである。た":;.~，第2次世界大戦中lζ休車であったこれを，上松駅構

内の省線貨車入換用機関車として再起用させるために， 軌聞を 762mmから 1，067mm (乙

改造したが，これとても余り仕事はしなかったようである。

然し，当時の帝室林野局では，引続き森林鉄道，特に作業軌道用の 4-5ton級1/ーゼ

ノレ機関車については大きな関心と実町化に対する熱意をもっていたので，その後，昭和 7

(1932)年9月， MANW 4 V12j18形機関. 45 lPj1，1ωOrpmをつけた 4.1tonB 1/ーゼノレ機

関車， 3両を浅野物産 K.K.から購入し，内 2両を王滝出張所で 1両を上松出張所で何れも

作業軌道lζ使用し，更に昭和 9(1934)年5月， Mercedes Benz OM 59形機関， 55 IP /1，500 

rpmをつけた 4.1tonBジーゼノレ機関車 1両をK.K.加藤製作所から購入して王滝出張所

で作業軌道に使用し，いずれも当初のうちは，取扱いに慣れないととと，部品の補充や修

理などで多少の不便はあったが，よく使いこなして予期の成績を納めたものである。また

これらのジーゼノレ機関車の部品の補給と修理については，機関が外国製であったのと，一

娘的に使用されていなかったことによって，戦時中はガソリシ機関以上の困難があったの

はいうまでもないことである。

このように戦前のジーゼノレ機関車については帝室林野局が積極的な動きを示しただけ



総4 北海道大学農学部演習林研究報告第20巻第1号(大沢先生記念号)

で，森林鉄道又は軌道用としては国有林では採用されなかったのである。然し一部には，

戦争末期における軍用材生産lこ関連したのか，或いは終戦後の軍用資材転用か判然としな

いが草需品としてのジーぞノレ機関車又はジーゼノレ機関が使用されたらしいという話があっ

たけれども，その確認もされていないので、詳細は判明していないのである。

4. 戦後における小形ジーゼル機関車の発達

戦前，昭和 4-9(1929-34)年頃には 5-12ton級の小形の Bジーゼノレ機関車が輸入

されたり，国産ではK.K.神戸製綱所， K.K.池貝鉄工所，或いは K.K.新潟鉄工所の出力，

40-90 IPの機関を持ったものが， 川崎車両K.K.，汽車製造K.K.， 日本車両製造K.K.，

K.K.日立製作所のような大メーカーを初めK.K.加藤製作所や内務省大阪土木出張所な

どでも製作されて， 5-7ton級は主に土木工事用に， 10-12ton級は入換用や殖民地の鉄

道用などに使用されたのであるが，戦時中はこれらの輸入は出来なくなり，また国産のジ

ーゼノレ機関は専ら軍用貨物自動車や戦車など，直接箪で使用されるものに向けられ，その

間， 三菱重工業 K.K.，ジーゼノレ工業K.K吋川崎車両K.K.，などは貨物自動車用機関を，

またK.K.神戸製鋼所， K.K.池貝鉄工所， K.K.新潟鉄工所などは戦車用機関を製作し，戦

争末期には陸軍では相模造兵廠などで戦車用機関を直接製作していたのである。

このような戦争という特異な状況を経て発達して来た，国産のいわゆる高速度ジーぜ

ノレ機関工業は，終戦を契期としてその需要面に大きな変化を来たしたのはいうまでもなく

そのために，貨物自動車のジーゼノレ化は勿論，新しい需要開拓のーっとして，小形内燃機

関車の原動力に，自動車用或いは戦車用ジーゼノレ機関を使用することが，土木工事用重車

両類のジーゼノレ化と共に進めーられたのである。勿論この傾向を助長させたものに，運転経

費の節減，即ち軽油の価格がガソリンのそれに比して安価であることがあり，更にその背

後には，原油の輸入，圏内の製精事業の発達によって軽油消費に関して促進的な政策がど

られたこともあって，森林鉄道及び軌道に小形のジーゼノレ機関車が使用されるようになっ

たのである。それはあたかも“支那ランプの石油がアメりカのジーゼル機関車を動かし

た"というのと相通じるものがある。

かくて昭和 23(1948)年5月には，鐘淵ジーぞノレ工業 K.K.(現民生ジーゼノレ工業K.K.)

製， KD-2形機関をつけた， B6tonジーゼノレ機関車が， K.K.野村組工作所(高知県，高知

市)で製作されて高知営林局馬路営林署に納入されたのを戦後の初めとして昭和 24(1949) 

年からは， いすず自動車K.K.製のいすず DA-43形機関や，中日本重工業K.K.製のセン

トラノレKE-5形機関をつけた 4-5ton級の B形機関車が逐次森林鉄道に採用され，またガ

ソリシ機関車の機関交換に際しては，これらの機関を使用するなど，燃料効率の向上と，

運転経費の節減から，更に国産ジーゼノレ機関が信頼度を増した乙と，取扱者がジーゼノレ機
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関に慣れた乙と，部品の補給が円滑になったこと，修理技術が向上したことなどを基盤と

して，内燃機関車のジーゼノレ化が急速に進められたのである。

その後，ジーぜノレ機関の改良と共lこ出力の大きいものも製作されたので， 7ton級の

ものには日野ジーぜノレK.K.製 DS-ll形が， 更に 10ton級のものには同 DA-55形が採用

され，また昭和 28(1953)年からは，従来の B，C形にかわるポギ一式B-B形が生れ，昭

和 29(1954)年には森林鉄道幹線用日野DL-10形をつけた 15ton B--Bグーゼル機関車が

製作されるようになったのである。

なお変速装置については従来すべて機械式(歯車式)であったが，昭和 30(1955)年に

はトルクゴシパータを装置するものが現われ，運転操作上一層良い成績が得られるように

なったものである。

5. 森林鉄道用ジーゼル機関車の概要

現在北海道の森林鉄道で使用されたジーゼノレ機関車は，昭和 33(1958)年 12月末現在，

161両(内他へ移管5両，使用休止2両，廃車 22両)であって，その状況は第1表に示す
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第 1図 定山渓森林鉄道 K.K.加藤製作所製 B5ton

日ーゼル機関車 No.1 (筆者撮影 1956)

第 2図 録春1W森林鉄道協三工業 K.K 製 B5ton 

:.;ーセレ機関車 No.130 (筆者線影 1952)

.3図 定山(!，森材鉄道 K.K.酒井工作所製 B5ton
ヨーセソレ機関車 No.110 (鐙者撮影 19';2)

望者
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通りである。

これらの機関車については，その大半は戦後新製されたもので，最初のものは，旭川

営林局，下川営林署所管の森林鉄道で使用されていた No.201，(現，朝日営林署，士別森林

鉄道， No.12)昭和 25(1950)年，協三工業K.K.(福島県，福島市)製， B5 ton ilーゼノレ機

関車(機関，いすず DA-43形)であり，その他従来の B形ガソリシ機関車の機関をジーゼ

ノレ機関に交換したものを含み，更に昭和 28(1953)年にはボギー式， B-B5tonジーゼノレ機

関車が使用され，殆んどがジーゼノレ化したのは，昭和 31(1956)年であった。

機関車の設計上の基礎数値についてみると，軌聞はすべて 762rnrnであり，車軸配置

に関しては B形 139両 (86.3%)，B-B形 16両 (9.9%)， 1 B形3両(1.9%)，C形 3両

1.9%)であり，運転整備重量に関しては， 5 ton 103両 (64.0%)，6 ton 1両 (0.6%)，7 ton 

15両 (9.3%)，8 ton 9両 (5.6%)，9ton3両 (1.9%)，10 ton 25両 (15.5%)，15 ton 5両 (3.1

%)となっているr

これらのうち， 5--6ton級は主として作業軌道を含む軽軌条 (6--8kg)の線区用であ

り， 7--15 ton級は何れも 1級森林鉄道用である。 またとのうち B10ton機関車は，日本

における森林鉄道用のB形としては最大のものであり，これは特に北見営林局，留辺薬営

林署所管，温根湯森林鉄道の本線用として蒸気機関車に代るべきものとして製作され，そ

の後は同様な森林鉄道lこも使用されているが， その結果としては 1軸当り重量が5ton 

にも及ぶので，軌道構造に対しては良い影響を与えないし，曲線部における横圧も加重さ

れ， 曲線抵抗の増大も見られるので， 余り良いものとはいえず， その後はポギ一式B-B

形が登場するようになったのは森林鉄道用として一歩前進したものである。

車輪径については 5--6ton級は 406-508rnm， 7 ton級は 457-560 rnm， 10-15 ton 

級は 610-620rnrnである。

固定軸距については， B形， 5-6ton級は 940-1，035rnm，同 7-10ton級は 1，∞0-

1，350 rnm， B-B形 5ton級は 700rnrn (台車中心間距離3，140rnm)，同 8ton級は卯Omm

(台車中心開距離4，3ωmrn)，同 15ton級は 900mm(台車中心間距離4，500rnm)である。

これらの機関車の機械的概要については，次の通りである。

A.機関

機関については， 5-6ton級に使用されるものには，いすず自動車K.K.製， DA-43， 

DA-45形， いずれも 42IP /1，500 rpm.或いは新三菱重工業K.K.(旧中日重工業K.K.)製，

KE-5形， 4OIP/1，2∞ rpm.の3種類があり， このうち新三菱製 KE-5形は総排気量5.32a 
で，いすず製 DA-43，45形よりは大きししかも 4ν リンダであることが， 振動は 6i/

リシダよりいくらか大きいが，燃料系統も簡単であるところから森林鉄道用としては歓迎

され，その台数は 91台で主体をなし，残りのものが，いすずDA-43形 4台，同 DA-45形
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第 4図 協三工業 K.K製 B5 ton '"ーセソレ機関車

(協三工業カタログ原図)

'1 

i、

え叫恥 開抑制般向

第5図 協三工業 K.K.製 B7 ton '"ーセソレ機関車(協三工業カタログ原図)

〈

第6図 協三工業 K.K.B 10 ton '"ーゼル機関車(協三工業カタログ版図)
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第7図 酒井工作所製 B-B8tonνーセソレ機関車

(酒井工作所説明5笠原図)

第8図 協三工業 K.K.B-B 15 ton フーぜ Jレ機関車

(協三工業カタログ原図)

3台，及び民生 K.D-2形 5台となっている。 また珍らしいものにはかつての陸軍中形戦車

用のものと忠われる相模造兵廠製 K.K. K-ホ，40 IP /1，300 rpm. 1台がある。

7-8 ton級に使用されるものには，日野ジーぜノレ二r業 K.K製，DS-11形，65 IP 11，200 

rpm.，同 DA-57形， 85伊 /l，200rpmなどがある。9-10ton級!と使用されるものには，仁l

野ジーゼノレ工業 K.K製，DA-55形，80 IP /1，200 rpm.と民生ジーゼノレ工業 K.K製，2サイ

クノレ U])-4形，651Pj1，200rpm.，新三菱重工 K.K.製，DB-5形，ロolP/l，800 rpm.などが

ある。

15 ton級 IC使用されるものには， 日里子 ;)'ーゼノレ工業 K，K.l製，DL-IO J~ ， 110 1P/1，300 

rpmがある。

乙れらの詳細Kついては第 2表に示す通 りである。



s 

詩
融
制
蹴
U
庁
品
時
同
醐
峨
時
鶴
田
淵
噸
骨
骨
患
哨
阿
世
田
市
中

同
四
量
恥
い
数

種

間

一

菩
容
組
伺

一
町
一
量
羽
日

発
容

V

小形機関車用ジ{ゼ Jレ機関一覧表

密費量l機関重量|言動議
g/lP/hr I I V-KW 

大
げ
凶
肌

色
リ

g
n

巨耳
t』
・

K判JfL総排
気量

第2表

1 シリング
冷却 1--1-'一一一

|鮎!径×行程
ク川方式|拭|

サイ
考、備

9
G
 

-
X
 

A
u
q
G
 

。4唱
A

噌

i

∞
 

。LU
 

24-6 

kg 

450 195 27/ 
1，300 

50/ 
1，200 グ

120-
12x2 : 

150-
12x2 24-500 庁1，050 ノア

/

制

/

側

i
m
-
-制
/

棚

田

L
m
a
m
a
-
t
u
I
L
M叫
ゑ

内

4

唱
E
4

唱

A

唱

i

40/ 
1，300 

17.01120/ 
1，800 

17.5 

t 

5.32 

mm 

110x140 4 

式

新三菱
重工業 KE-5 1. I -OV比

(思rz(予燃焼室式)1宅 I/J'1i1 

-，-υ&5  

形製造所

24-3∞ 

24-300 

/1 

24-6 

775 

680 

190 

200 39/ 
1，2∞ 
50/ 
1.200 

∞
∞
 

f
j
2
1
t
2
 

5
し
O

l

h

a
U
1」
。

0

1
」

17.0 

8.55 

白
リ

E
u

nυ

。o

n
h
a
 

t
i
 

n
U
 

F
O
 

噌

i×
 

n
u
 

q
A
 

噌

E
A

110 x 1501 

水冷 6 1105X135 

6 11 11 

4 

15.4 ノゲ// // 

鴻
N
O
拙
叩。

h
H

nr
似

nυ
噌

i

司，“

ノ少庁24-10 庁190 60/ 
1，300 

82/ 
1，000 

85/ 
1，300 

110/ 
1，300 

17.5 // ノYノγノゲ// 

日野ジーゼ 08-11
ル工業K.K. (予燃焼室式)

DA-55 
(グ)

DA-57 
( グ)

DL-I0 
(グ)

同
制
岡
崎
(
辿
灯
時
出
同
町
除
。
叫
回
一
砂
中
}

124-350 

ググ1，300 200 2001 
2，000 : 

F グ 1135X 1601 13.84 F // 

12(}-
12x2 24戸5510 210 24/ 

1，500 
50/ 
1，500 

42/ 
1，500 18.0 5.10 95 X 120 6 水冷4 

いすず自動 DA-43
事 K.K.予燃焼室式)

DA-45 
1 グ)

24-3.7 i 24-350 

24-6 I 24-350 

庁

ヮ“
かん
μ

戸
h
U
噌

E
4

噌

A

庁ノγp // ノノバF

150/ 
2，000 

// 必r// // グ庁// 

4
燃
式

nr
接
室

U
直
焼

ゼ
区一K

ジ
業

生
工

民
ル

144-
12X2 I 

590 190 60/ 
1，300 

65/ 
1，200 

16.0 4.94 水冷 4 1110X130 2 

KD-2 

i(??fE) 
庁グ

750 

960 

190 

F 

31/ 
1，100 

46/ 
1，100 

52/ 
1，300 ! 

82/， 

1，300 

45/ 
1，300 

70/ 
1，300 

17.0 

グ

2.72 

4.09 

F
o
a
n宮

nuaU2 

噌

ix
 

F
D
 。。

/1 

2 

3 

F 

// 

2 

庁
KD-3 
( // ) 



北海道における森林鉄道用ジーゼソレ機関車について l小熊)

B. 動力伝達装置

a. クラッチ

釘S

クラッチについては足動式乾燥多板式或いは手動又は足動式乾燥単板又は複板式が使

用されていて，前者は大体，加藤製作所，野村組工作所，協三工業などで製作されたもの

に採用され，従者は酒井工作所で製作されたものに採用されている。

b. 変速機

変速機については，大体機械式(歯車式)が主lζ使用され， 歯車類の材質は肌焼鋼で

密閉油槽内に格納された，歯車摺動式4段変速で， その速度変化の範囲は. 5~10ton 級

のものでは機関が 1，2∞ rpm. のとき，第 1 段 3~4，第 2 段 6~7，第 3 段 12~14，第 4 段

18-21 km/hrであり，森林鉄道本様用の 15ton級のものでは，機関が 1，300rpm.のとき，

第 1段 6-7，第2段 11-12，第3段 19-20， 第 4段 35~36Km/ht となっていて，操作

は手動である。

トノレクゴシパ{タについては，森林鉄道用として，昭和 30(1955)年， 協三工業製，

B5ton機関車に初めて，岡村製作所製， M-17形が使用されたのである。

また酒井工作所製，B-B形のものには，補助変速機をもって，高速及び低迷の各4段

とし，その速度範囲は低速 5-25，高速 7~34km/hr のものもある。

c. 逆転機

逆転機については， B形の場合には傘歯車と摺動カップリシグによるもので，なお正

歯車 1対による減速が通常行われ，とれらの歯車類の材質はいずれも肌焼鋼で，密閉油槽

内に格納され，駆動軸の両外側にはスプロケット・ホイーノレが取付けられている。また，

B-B形の場合lとは，逆転機から出る駆動軸が，プロペラ .vャブトで，前後にあり，とれ

らによって各台車の車軸が駆動されるので，その機構は中間軸を使用した正歯車によるも

ので，同時に減速も兼ねているものである c

d. 駆動装置

駆動装置については， B形の場合lこは，ナェ-';/式で駆動軸と車軸の聞をローラー・

チェ-';/によっていて，そのピッチは通常 44mmである 乙のチェーシ式は一長一短が

あって，ローラーの磨耗や亀裂，或いは軸距の調整不良などによって，チェ-';/が切断し

たときは宜に運転に影響する欠点があるが，その心配のないロッド式は主連棒と連結棒が

通常台枠の外側にあるので，伐採地内に出入する作業軌道などに使用する機関車としては

治線の木材やその他の障碍物によって，変形，故障を起す乙とがあり得るので，多くの森

林鉄道用内燃機関車にはチェーシ式が採用されているのである。 また EトB形の場合lζは，

酒井工作所製のものは，逆転機から出た前後のプロペラ .vヤブトは，主台枠の上を各ポ

ギー台車中心ピジに至り，乙 ζで傘歯車を介止て，中心ピ yの役目をする垂直回転軸を回
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し，この軸の下部に取付けられた傘歯車は，更に水平，横位置の駆動軸を回し，乙れに取

付けられた 2個のスプロケット・ホイーノレから，ローラー・チェ -yによって夫々の台車

の前後の車軸を回転するものであり，協三工業製のものは，逆転機から出た前後のプロペ

ラ .Vャブトは，主台枠の下を，ユニパーサノレ・ジョイシトとスライジング・カップ 9y 

グを介して，各ボギー台車の内側車軸の上に至り，乙乙で傘歯車を介して水平横位置の駆

動軸を回し，更にこれから正歯車，又はスプロケット・ホイーノレとローラー・チェーンに

よって，夫々の台車の前後の車軸を回転するものである。

c.車輪及び車軸

車輸については従来チノレド鋳鉄車輪，又は鋳鉄の輪心lζ圧延鋼材の外輸を焼蔽めした

ものが使用されていたが，最近では一体鋳鋼車輪が使用されている。

車軸については，通常鍛鋼品か或いは模造用圧延鋼材が使用され，輪心又は一体車輸

に圧入されていて，前後軸共相応する位置にスプロケット・ホイーlレが取付られている。

軸受については，全部テーパー・ローラーペアリングが使用されて軸箱に納まり.台

枠にネジ11:めされた調整可能な軸箱守によって保持されている。

D. 台枠，台車及び附属装置

a. 台 枠

台枠については， B形の場合iこは前後端梁，側梁ともに鋳鉄製で，これは自重増加の

役目をなし， またその前後端梁は緩衝器となってわて，中央部に 4~5 段のポケットを設

けて， ピシ・リシク式の連結器ともなっている Q また B-B形の場合には， いわゆる主台

枠で，構造用圧延鋼材の溝形鋼などを用いて:溶接または鋲綴しである。

b. 台車

B-B形の場合の台車については，側梁を鋳鋼品，その他を構造用圧延鋼材によって組白

立てられたものと，酒井工作所製のもののように， リンク式の揺れ枕装置を持ち，端梁も

鋳鋼品を用い， ζ れの内部を砂箱とし，更に 4~5 段のポケットを設けて連結器としてい

るものもある。

c. パネ装置

パネ装置については，各軸個別に軸箱上lこゴイノレパネを備え， 乙れがB形の場合には

台枠側梁， B-B形の場合には各台車側梁内の孔部l乙納められている。

d. 連結器

連結器については， B形の場合l乙は大体台枠端梁lと4-5段(軌条面からの高さ 230-

700mm)のポケットを設け，端梁の中央突出部が緩衝器となっているが，野村組工作所製，

BI0ton機関車はフック・リ yク式のものを端梁に取付けてある。B-B形の場合には，酒

井工作所製のもののように， 台車端梁lと4-5段のポケットと緩衝器を設けたものと，協
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三工業製のように台車端梁にピシ・リンク式又はブック・ 9~ク式のものを取付けたのと

ある。 なお協三工業製の BーB15ton機関車は，台車に加わる引張力を伝えるために前後

台車を結ぶ連結梓を設けて，台車中心ピシに加わる力を軽減しているので，より効果的で

ある。

E. 制動装置

制動装置については， B形の場合 5-7ton級のものは通常テゴ式子用制動機のみであ

るが， B-B形のものと，森林鉄道本線用でしかも温根湯森林鉄道のように簡易貫通式空気

制動装置を採用しているところのものには，子用制動機はハンドノレ式で補助的なもので，

新三菱重工業製， SA形空気制動機を備え，そのために，ジーゼノレ機関で駆動されるc-却O

形， 空気圧縮機 (ν リンダ数×径X行程， 2x80x70mm)，元空気溜，圧力調整器，制動

弁，制動るI9 ;ノダ，列車管などを持っている。

F. 運転室

運転室については， B形の場合lとは通常L形といわれるもので，前部に低い断面の機

関室を設け，後部に床面の下った運転室があり，運転手はその位置で前後が自由に見通せ

るようになっている。 B-B形の場合には，中央部に機関室を設け，運転室の床面は主台枠

上で，前後両端lこ置かれている箱形といわれるものである。

G. その他の装置

3. 放熱装量

放熱装置については， B形の場合には通常車体がL形なので，機関室最前頭部Iと放熱

器を設け，機関から Vペノレトによってブアジを廻している。B-B形の場合には，車体が

箱形なので，機関室の側面に放熱器を設け，そのためプアジの回転は，機関から Vベルト

またはチェーンを介し， 更に軸を 900

変えて行われるものであって，初期のものには，振

動のため ζの動力伝達装置に故障を生じたものもあったのである。

b.撒砂装量

撒砂装置については， B形の場合には機関部覆の下lこ左右各1個の砂箱を設け，撒砂

管は両側共，第 1動輸の前，第2動輸の後lと関口して通常手動によって行われる。 B-B形

の場合lとは各台車に左右各 1個の砂箱が側梁lと取付けられ，撤砂管は各車輸の外側lと開口

して，通常空気制動装置があるので圧縮空気によって操作される。酒井工作所製のものの

うちには，台車の連結面の端梁を中空とし，これを砂箱として圧縮空気によって撤砂する

ものもある。

c. 撒水装置

撒水装置については，急曲線区間を運転する場合に輪緑の摩擦を少なくするため，或

いは連続する急勾配線を下る場合l乙制輪予と車輪の過熱を防ぐため使用されるので，特lζ
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必要な場合lこ，水槽を運転室内，或いは屋根上などに設けて適宜配管し，運転中にゴック

の操作で撒水出来るようになっている。

d. 警報装量

警報装置については，一般に電気警笛が使用されているが，空気制動装置があるもの

では別に空気筈笛も備えている。

e. 点灯装置

点灯装置については，前照灯(訪後)，室内灯及び計器灯などはいずれも機関の電気装

置に使用する蓄電池を電源としている。

H. 製造所・

製造所については，大体従来からガソリシ機関車を製作していたところであって B

形のものは， K.K.加藤製作所(東京都・品川区)， K.K.酒井工作所(東京都・港区)， K.K. 

野村組工作所(高知県・高知市)，協三工業K.K.(福島県・福島市)であり ，B-B形のもの

は， K.K.酒井工作所と協三工業K.K.である。 現在までに使用されたジーゼノレ機関車(ガ

ソリシ機関をジーゼノレ機関に交換したものを含む)の製造所別両数は， B形のものはK.K.

加藤製作所44両， K.K.酒井工作所38両， K.K.野村粧品工作所10両，協三工業K.K.45両，

B--B形のものは， K.K.酒井工作所13両， 協三工業K.K.5両， 1B形のものはK.K.酒井

工作所3両， C形のものは協三工業K.K.3両となっている。

6. 北海道における森林鉄道用ジーゼル機関車の使用状況

北海道の森林鉄道及び乙れに準ずる鉄道，軌道で使用されたジーゼノレ機関車を，その

所属別に見ると，森林鉄道として国有林で，旭川，北見.帯広及び札幌の各営林局所管の

もの，道有林では美深林務署所管のものがあり，また森林鉄道に準ずる鉄道，軌道として

は， 旭川営林局所管の士別森林鉄道に接続して通車運転を行っている，士別軌道K.K.線

と，開拓地の交通機関ではあるが，それらの所在地の状況から木材も農産物と共に主要貨

物である鶴易軌道(旧殖民軌道)があって，それらの状況は次の通りである。

A. 森林鉄道

8. 旭川営林局のジーゼル機関車

旭川営林局所管の森林鉄道でジーゼノレ機関車を使用しているものは，下川森林鉄道

(旧珊瑠，下川営林署)，ーノ橋森林鉄道(旧奥名寄，ーノ橋営林署)，士別森林鉄道(朝日営

林署)，金山森林鉄道(金山営林署)，羽幌森林鉄道(羽幌営林署)，古丹別森林鉄道(古丹別

営林署)，及び達布森林鉄道(旧小平，達布営林署)であって， 乙れらの森林鉄道はいずれ

も，旧旭川地方帝室林野局所管のもので，かつては蒸気機関車が使用されていたが，昭和

32 (1957)年には全部ジ'ーゼノレ機関車に代り， 使用される機関車は主として B5-6ton級
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であて，その詳細は第 3表1;:::示す通りである。

b. 北見営林局のジーゼJ!.機関車

北見営林局所信の森林鉄道でジーゼノレ機関車を使用しているものは，濁川森林鉄道

(旧渚滑，沌ノ上営林箸)，武利森林鉄道(丸瀬布営林署)， 温根湯森林鉄道(留辺義営林署)，

置戸森林鉄道(置戸営林署)及ひ。津別森林鉄道(津別営林署)であって，その他現在は廃止

された上札鶴森林鉄道(斜里営林選)区もかつては使用されていたもので， これらの森林

鉄道はいずれも旧北海道庁拓殖部林務談所管のもので，蒸気機関車が使用されていたので

あるが，ジーゼノレ機関車の増iiltlE伴なって逐次代り，近く全部がi/ーゼノレ化される見込で

あり，そのうち特に温根湯森林鉄道は.昭和 29(1954)年秋の 15号極右風による風倒木処理

温根湯森林鉄道 協三工業 K.K.製 B-B15ton

ジーゼノレ機関車 No.39 (筆者撮影 1957)

選

第10図 湿根湯森林鉄道 K.K.野村組工作所製 B10ton 
ジーゼ ノレ機関車 NO.ll (筆者撮影 1953)
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営林署 l森林鉄道名|番号1:E機 関 形 式 |変速装置 動工径[mm 
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ジーゼノレ機関車一覧表
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l川ン→lU ーゼ Jレ
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そ52.0kmで，のため石北国境越への延長綿があり，留辺葉貯木場・層雲峡山元土場開，

16.1kmの逆勾配を含む区間では，運材列車用

また土場入換用に

のうち層雲峡山元土場・大町中継土場開，

入換をかねて B10 tonのものが，主に B-B15tunのものと，として，

35.9kmでは BI0順勾配の大町中継土場・留辺議貯木場開，B5tonのものが使用され，

その他の森林鉄道で

そのもζ 乙数年間に蒸気機関車に代って 10tonのものが入り，他は B5ton級であって，

詳細は第 4表に示す通りである。

tonのものが， B 110 ton蒸気機関車と共に運材列車を牽引している。

帯広営林局のジーゼJJ，.機関車c. 

帯広営林局所管の森林鉄道でジーゼノレ機関車を使用しているものは，十勝上川森林鉄
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足寄森林鉄道(足寄営林署)及び斗満森音更森林鉄道(上士幌営林署)，道(新得営林署)，

旧北海道斗満及び音更森林鉄道は，これらのうち足寄，林鉄道(陸別営林署}であって，

足寄及び斗満森林鉄道は従来蒸気機関辛を主力として庁拓殖部林務課所管のものであり，

昭和 31(1956)年にu:全部ジーセノレ機関車に代り，共に B7ton使用していたのであるが，

農林省所管に移ってから建設された十勝上川森林鉄道 (1部は王子製のものが使用され，

紙K.K.山林部運材軌道を買収)には C10 tonのものが使用され，他は全部B5tonのもの

その詳細は第5表lと示す通りである。であって，

札幌営林局のジーゼル機関車d. 
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第6表 札幌営林局所管

林署[森林鉄道名 l番 号1:聖[ 機関形式 l変速装置|動輪径 1開距
ロ1m m町1

B 508 1035 
，:::: :.=1ウザシ+イ〉 、c

2 B-B 日野 DA-57 11 9∞ 
3 11 11 11 λγ F 

31 11 11 11 庁 11 

大夕張 | 主(シユユ夕ウパり張〉 4 B 新三菱 KE-5 I機械式 457 972 

下ユ夕ウ 張 5 λY λ 11 508 1035 
くシ丑 パ9)

6 /ノ 11 ノゲ ノy 11 

11匂 11 グ 460 940 

// // ノア 457 972 

9 JちY いすず DA-43 庁 490 980 

10 // 新三菱 KE-5 // ノY ノア

11 B-B // λY 406 700 

12 B 庁 λy 460 940 

13 // 日野 DS-11 λy 610 1160 

16 // 新三菱 KE-5 // 457 972 

19 B-B 日野 DA-57 // 508 9∞ 
22 B 新三菱 KE-5 必y 457 972 

24 11 // // 5佃 1035 

25 Jろy // // // // 

上芦 別 1 芦 JlU 14 B 日野 E品 11 機械式 600 1313 
tアシベ、'Y)

15 // 新三菱 KE-5 // 508 1035 

17 λy グ // 庁 // 

18 // // 11 // // 

20 必r ノア // 460 940 

21 庁 庁 λF 508 1035 

23 // グ λF λY λY 

26 B-B 民生 Uト 6 液圧式 610 1000 

27 // // JちF // 庁

28 B 新三菱 KE-5 機械式 457 972 

29 1 B 民生 UIト6 液圧式 600 1600 

30 B 日野 Dふ30 // 610 1200 

116 // 新三菱 KE-5 機械式 508 1035 

117 ノア λY // // ノゲ

恵 庭 l恵 庭 117 B 新三菱 KE-5 機械式 j 457 972 
ヮ，



北海道における森林鉄道用ジーゼル機関車について(小熊) 385' 

ジーゼノレ機関車一覧表

台車中心 1;運転重荷
間距離|重 量|制動機種類|
mm ton 

製造所 備
↓
ル
月

ン
ゼ
年

ソ
一
造

ガ
ヲ
改

月
E
月

年
k
年

造
ミ
入

製

5
購

考

5.0 手 用 K.K.加藤製作所 1954-7 

4300 8.0 空気及び手用 K.K.酒井工作所 1954-10 

グ F ノゲ 11 庁

11 If If If 1955-6 1958-6 旭川営
林局より移管

5.0 手 用 K.K.酒井工作所 194~ト5 1953.. 

11 ノゲ K五.加藤製作所 1951--5 

11 庁 λr 1951-6 

，ろr 庁 協三工業K.K. 1952-6 

11 11 K.K.酒井工作所 1953-7 

λy λア K.K.野村組工作所 1951-3 

11 F 協三工業 K.K. 1952-6 

3140 11 空気及び手用 K.K.酒井工作所 1953司 12

11 手 用 協三工業 K広. 1954-2 

7.0 空気及び手用 F 1954-3 

11 手 用 K.K.酒井工作所 1950ー3 1952-8 

4300 8.0 空気及び手用 11 1955-3 

5.0 手 用 11 194~ト8 1953-

庁 ノア K.K.加藤製作所 1950--8 F 

必y グ 11 1952-3 

7.0 手 用 }¥:.K.加藤製作所 1948-6 1953-4 1958-5 廃車

5.0 庁 F 194与9 庁 1958-6 11 

庁 庁 11 1953-3 

庁 F 11 ノγ

Jろy F 協三工業K.K. 1952-6 

庁 11 K.K.加藤製作所 1952-3 1958-6廃車

F λア F グ

3250 10.0 空気及ぴ手用 K.K.酒井工作所 1956-7 

庁 庁 ノア λF 1956-9 

5.0 手 用 グ 1949--8 1954--4 1958- 6 廃 車

10.0 空気及び手用 グ 1957--3 除雪装置付

7.0 11 ノゲ 1957-9 

5.0 手 用 K.K.加藤製作所 1949-4 1954-5 1956-2 廃車

庁 グ ノγ 11 11 F 

5.0 手 用 K.K.酒井工作所 1938- 1953-3 1954-4 廃車

一一一一一一
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{定山渓営林署)， 主夕張及。下タリ長森林鉄道(大夕張営林署)及び7b別森林鉄道(上芦別営

林署)であって，その他現在廃止された忠庭森林;鉄道 (旧漁， JS、雌営林署)及び幾春別森林

鉄道(岩見沢営林署一)にもかつては使用されていたもので， 乙れらの森林鉄道はいずれも

|日札幌地方帝室林好局所管のもので，思庭森林鉄道(1部は王子製紙 K.K発電所建設工事

用軌道を買収)を除いて， 従来本線lζ蒸気機関中.を使用し，文総にガソリン機関車を使用

していたが付利 33(1958)年lζは全部がジーゼノレ機関'1<に代り ，夫々の本線用として使

用されているものには B7-10 ton級成いは B-B8ton級のものがあり，他は B5ton級の

もので，その詳細は第 6表lζ示す通りである。

第11図 定山渓森林鉄道 K.K.酒井工作所製 B-B8ton
ジーセツレ機関車 No.3 筆者撮影 1956)

e. 北海道林務部のジーセ;)1，.機関車

北海道林務部道有林課所管の謀長林鉄道でジ(ーゼノレ機関車を使用していたものは，戦時

中昭和 17(1942)年 4月 1口から美深林務署管内で官行祈伐を行うにあたって， 当時の仁

字布殖民軌道(北海道庁拓殖部殖民課所管，美深一仁字荷i問 21.4km)を林務課の所管とし

た美深森林鉄道がただ 1カ所であったが，昭和 31年 (1956)に巡材方法を貨物自動車によ

るζ とに変更し，軌道設備一切は再び北海道開拓部の所管lζ移され簡易軌道として使用さ

れる乙と lとなったもので，乙の線では戦時中 11時蒸気機関車も使用されたが，主としてガ

ソリジ機関車により日和 28(1953)年からグーゼノレ化され，使用された機関車は B5ton

級のものであって，その詳細は第7表lζ示す通りである。

ゼ
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第 7表 北海道林務部道有林談所管ジーゼル機関車一覧表

林務者一名 |番 号 |盟 ! 機関形式 | 芸誌 irl国iF|帯
美深 |美深 1

kピフカ〉
B I民生 KD-2 I機械 式 457 972 5.0 

2 ノア 〆ノ 1/ 1/ 11 ノソ

q
d

E

U

F
O
 

1/ 1/ 1/ 480 1/ 

λγ 〆/ 1/ 1/ 1/ 

グ 〆/ 1/ 1/ 1/ 

機
類

動制
極

号訴名道鉄林森署務林
。
幅
削

↓
ル
月

J

ゼ
年

ソ
一
巡

ガ

U
改

日
:
日

月

t
月

造
ミ
入

製

3
購

所造製 考

美 深 美 深 1 K.K.酒井工作所 1949-9 1954-- 使用休止

2 1/ 1/ 1/ ノア

3 1/ K.K.1J日I絵製作所 1948-8 1953-12 美深町営軌道使用

5 1/ /ノ 1949-1 1/ 1/ 

6 1/ ノ/ 1948-8 1/ 幌延村営軌道使用

B. 森林鉄道に準ずる鉄道及び軌道

a. 士別軌道広.K.のジーゼ}[，機関車

士別軌道K.K.線は士別 ・奥士別間 24.1km，軌間 762mmの軌道で，かつては馬車鉄

道であったものが，天塩川上流の御料林開発のために，奥士別から士別森林鉄道が建設さ

れる にあたって，昭和 3(1928)年 9月から蒸気機関車が使用される乙とになり，比後森林

鉄道で輸送される木材は貨車に積んだままで，奥士別からこの鉄道の機関車で牽引され，

士別貯木場に入るようになっていて，いわゆる通車運転がなされる珍らしい形態の軌道で

ある。 乙の軌道の機関車は昭和 26(1951)年頃から B5tonガソリン機関車(営林局払下げ

九

JU2図 士別軌道協三工業 K.K.製 B5ton

ジーゼノレ機関車 No.2(青木栄一撮影 1955)
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のもの)が使用されて，従来の蒸気機関車IC代り，更に昭和 29(1954)年には B5 ton i.1ー

ゼル機関車が 2両 (内 1両はガソリン→ジーゼノレ改造)増備されて完全 ICi.1ーゼル化した

もので， いずれも貨物列車の牽引に当っていて，その詳細は第8表に示す通りである。

第 8表 士別軌道ジーゼル機関車一覧表 、z

名 ! 番号 I ~ 宮 変速装置 | 動輪径
固定軸距 運転整

線 機 関 形式 備童話
mrr】 mm ton 

士別軌道 1 B 新三菱 KE-5 460 940 5.0 

2 /〆 11 11 11 /〆

3 f〆 // // // // 

士別軌道 噌

A

O
ム

M

q

d

K.K.加藤製作所

|製造年月 1川ン→
叉は日ーゼ Jレ|備

購入年月改造年月

i 19佐 1 1952ト1 朝日営林所署か ら払
下.同所改造

線 名|審号[制動機醐|製造所 考

協 三 工業 K.K. 1954-4 

K.K.酒井工作所 // 1954-4 協三工業 K.K改造

b. 簡易軌道のジーゼJI，.機関車

簡易軌道はかつて殖民軌道といわれたもので， その設備は国有財産(農林省所管)で，

北海道知事が管理を委任され，その運営は関係町村，またはそれらによる軌道運営組合に

よってなされているもので， そのうちジーゼル機関車を使用 しているものは，藻琴線(藻

琴 ・山園間 25.2km及び宮前 ・東洋沢問 7.5km)，枝幸線(小頓別 ・歌登間 18.2km)，問寒

別線(問望書別 ・19線開 16.6km)， 雪浬線 (新富士 ・鶴居間 28.3km及び下幌呂・士幌呂問

19.2 km)，標茶線(標茶 ・おそつべつ問 24.2km)，及び茶内線 l茶内 ・西円朱別間 13.0km!， 

第 13図 技幸簡易軌道 日本輸送機K.K..製 B8ton
ヨーゼ Jレ機関車(運輸工業 K.K.原図 1957)
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第 14図 閥寒別簡易軌道市川重工業 K.K.製 B8ton 
日ーゼノレ機関車 (筆者撮影 1958)

第 15図 当別簡易軌道 K.K.加藤製作所製 B7 ton 
ヨーぜJレ機関車(北海道開発局原図 1956)

説19

いずれ も机問 762mmで，その他lこ現在廃止された雄武線(雄武 ・上幌内問 15.0km)及び

当別総(百狩当別 ・大袋間 31.3km)にもかつては使用されていたものす，これらの うち終

戦前から動力車を使用していた，藻琴，枝幸，当別，問寒別及び雪担の各線には従来ガソ

リγ機関車が逆転され，昭和 24(1949)年から遂次ジーゼノレ機関車が入線したものであり，

その他は戦後の建設又は動力化なので，最初からジ ーゼノレ機関車が使用され，とれらの詳

細は第9表に示す通りである。
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北海道簡易軌道ジーゼル機関車一覧表第9表

性
融
制
脳
u
r
A
W
鴻
味
抽
出
闘
訓
噌
業
向
調
湖
戴
除

減
N
O
拙
叩

四
前

H
d
(
U庁
時
刷
協
除
問

Mwd)

考

藻 琴 B 日野 DA-11 610 1160 8.0 |手 用 K.K.酒井工作所 1953-
〈唱ヨト 〉

枝 幸 B 日野 DA-55 機械式! 610 1160 8.0 手 用 K.K.加藤製作所 1952-
くエサシ〉

1/ 日 野 DA--57 λY 1/ λY λγ メY 日本輸送機K.K. 1954-

1/ 日 野 DA-55 1/ 660 1295 10.0 1/ K.K.加藤製作所 1951- 1955一雄武線より移管

ノア ノゲ λr 庁 ノア 1/ 1/ グ 庁 1/ 

問寒 別 B 新三菱 DE 機械式 585 1160 8.0 手 用 市川重工業K.K. 1952-
tトイカンベ、.}')

λY ノゲ 1/ ノγ 1/ λy ノY 1/ 1953-

λy 民 生 KD.-3 λr 1/ メア 7.0 ノア K.K.加藤製作所 1949- 1958- 当別線より移管

λy 庁 1/ F F 11 11 11 11 11 

雪 裡 B 新三菱 KE-5 機械式 560 1035 6.0 |手 用 K.K.酒井工作所 1953-
〈セツ V)

11 日 野 DA-57 ノア 910 1160 8.0 11 K.K.加藤製作所 1954-

様 茶 B 新三菱 KE-5 機械式 560 1035 6.0 
l手 用 K広.酒井工作所 1953-

にシベチヤ〉

，ろy 日野 DA-57 11 610 1160 8.0 λr K.K.加藤製作所 1954-

茶 内 B ! 日 野 DA-11 機械式 585 1160 7.0 手 用 K.K.加藤製作所 1956-
tチヤナイ)

11 日野 DS-12 λy 560 庁 6.0 F 協三工業 K.K. 1958-

備年造製所造製[動工径lてナ!霊士宮[望動要|変速装置機関形式
名1:書l線
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7. あとがき

北海道における森林鉄道用ジーゼノレ機関車は， とこ 10年の聞に総数 160両を超す状

態となり，森林鉄道の動力が蒸気，ガソリシに代って殆んどジーぜノレ化したものである。

森林鉄道が斜陽的な存在であるとはいえ，未だなお木材搬出には与って力があり，これら

動力車の沿革と現況を明らかにする目的で，完全とはいい得ない感があるが，国有林を主

体として，出来るだけそれらの記録を乙こに集めたものである。

本稿を取纏めるに際しては，北海道内各営林局の作業課長を始め機械係官各位並びに

北海道林務部道有林課，北海道開発局農水産課及び士別軌道K.K.の関係職員の方の大き

な御協力のあったことを深く感謝する次第である。

Summary 

The writer explains the development and historical records on the use of diesel 
Iocomotives on forest railways in Hokkaido. He hopes that these records may become 
a part of the history of the mechanization of logging in Japan. 

AIso he explains in outIine the history of the diesel Iocomotives which were 
used on forest railways in Japan before the 2nd World War and the situations of 
the high speed dieseI engine industay in Japan during the War. 

After the War， as the users of these dieseI engines were absolutely changed 
from the Army to civil engineering and other such enterprises， the increase of 
production of diesel engines and over production of kerosene made diesel locomotives 
available for use on forest railways， just like “the kerosene of Chinese lamps make 
diesel locomotives run in America". 

The first diesel locomotive in Hokkaido forest was used on the Shimokawa 
Forest Railway， under the jurisdiction of the Asahikawa Regional Forest Bureau， in 
1950. It was built by the Kyosan Industry Co.， Fukushima; an Isuzu DA-43 type 

diesel engine was mounted. 

There were 161 diesel locomotives in Hokkaido at the end of 1958; their s抑制

cification are broken down by items of wheel arrengement and weight in working 
order as follows: 

wheeI arrengement 

B 

B-B 

1B 

C 

weight in working order 

tons 

5.0 

6.0 
7.0 
9.0 
10.0 
5.0 

8.0 
15.0 
10.0 

10.0 

TotaI: 

number 

101 

1 
15 
3 

19 
2 

9 
5 

3 

3 

161 
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T、hespecifications of the principal makers of diesel engines， power transmis-

sion devices， running devices， frames， trucks， braking devices， cab and other devices 

for diesel locomotives on forest railways are explained withdetails. 

The ¥Vorking of diesel locomotives on forest railways in Hokkaido is explained 

by items of each Regional Forest Bureau of the National Forests and the Prefectural 

Forests. Description of the working of other diesel 1侃 omotiveson private railway or 

colonial railways of which log transportation is one of the main items of business 

is added as reference. 


